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１ 体育科・保健体育科の基本的な考え方 

（１） これまでの経緯 

本校では，令和元年度より，「教科等本来の魅力と学びのつながり」を中心に，児童・生徒に「グロ

ーバル時代をきりひらく資質・能力」を育むための学びを豊かにする授業を，小学校・中学校教員が

協働して研究及び授業実践を行って深化させてきた。本校体育部としては，本校の目指す教育目標や

これまでの研究の経緯，児童・生徒が運動する意味や意義等を考慮し，体育科本来の魅力を「『こう動

きたい』という自発的な運動衝動に突き動かされ，自らの身体や感覚と向き合いながら仲間とともに

身体運動の課題を追求し，新たな諸能力を獲得すること」にあると定義した。そのような，体育科本

来の魅力に迫る授業を実現していくために，体育科本来の魅力に迫るための教員の資質・能力を明ら

かにしてきた。その中で，授業者は，学習者の運動経験や身体的条件が異なることや，運動に対する

意欲についても差異のある状態である「多様性」を前提としておくこと。また，学習者同士が尊重し，

共に高め合いながら「体育科本来の魅力に迫る授業」を作り上げていくことが重要であると考えてき

た。 

 

（２）研究主題を踏まえた体育科での学び 

  本校の研究主題である「共に生きることを学ぶ教科等の授業づくり－自他を尊重し，共に高め合う

子供の育成をめざして－」に向けて，体育科の学びにおいては，多様な他者と意見を交わし，感じ方

の違う他者を受け入れ，自らの運動感覚や学びに転換していくことで体育科を通して目指すべき児

童・生徒の姿に近づいていくと考える。そのためには，どのような授業づくりや教師の手立てが必要

となってくるのかを考えていきたい。体育科における児童・生徒の学び方は，第一段階として，運動

教材とのかかわりの中で「～したい。」「どうすれば～できるか。」と自らの想いや意思をもとに，一人

一人が主体的に分析しながら身体や感覚と向き合っていく。そして，第二段階では，多様な他者の感

じ方や動きを自らの学びに取り入れたり，他者の学びに貢献したりしながら，運動と向き合い，深め

ていく学び方になると考える。これらの学び方の段階を考慮し，まずは第一段階に焦点を当てていく。

運動教材とのかかわりの中で，一人一人の児童・生徒の想いや意思を引き出し，主体的に分析しなが

ら身体や感覚と向き合っていくような授業づくりや，教師の手立てや支援の研究を行っていきたい。 
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体育科・保健体育科でめざす子供の姿 体育科・保健体育科の授業作りの特徴 

自らの運動を主体的に分析し，身体や感覚と

向き合うとともに，多様な他者と一緒にかか

わり合いながら課題を追求し，新たな諸能力

を獲得する姿。 

・自発的な運動衝動を促す，出会わせ方と課題設定 

・自立的に学び育てることのできる振り返りの充実 

・客観的な分析を促す手立てと支援 

・運動を分析・表現し共有できる思考表現の確立 

 

２ 研究の目的 

自らの運動を主体的に分析し，身体や感覚と向き合う児童・生徒を育成する体育科授業の在り方を明らか

にすることを目的とする。 

 

３ 研究の方法 

小学校・中学校体育科の各領域において，自らの運動を主体的に分析し，身体や感覚と向き合う児

童・生徒の育成のための視点を踏まえた授業構想・実践を行う。授業実践後，児童・生徒の変容に基

づいた分析・評価を通して，その授業の成果と自らの運動を主体的に分析し，身体や感覚と向き合って

いる姿に近づくための方策を検討する。 

①知識・技能 

  ・知識テストの単元前後の統計分析 

  ・毎時間の自己評価（学習指導要領原文に基づく評価基準） 

  ・実技テスト（ＶＴＲ録画の分析）の単元前後の統計分析 

②思考力・判断力・表現力等 

 ・毎時間の自己評価・自由記述（学習指導要領原文に基づく評価基準） 

・授業中の児童・生徒の会話や活動記録の分析 

・パフォーマンス課題による評価 

③学びに向かう力・人間性等 

・運動への実態調査の単元前後の統計分析 

・毎時間の自己評価・自由記述（学習指導要領原文に基づく評価基準） 

④抽出児童・生徒に対する調査・分析 

・単元前に実施する実態調査の結果から，児童・生徒を抽出対象児童・生徒とする。その児童・生

徒の変化に着目し，今回の授業実践におけるデータを縦断的に蓄積し，その検証を行う。 

 ⑤授業実践の映像記録分析 

  ・児童の学習活動の様子と、それに繋がる教師行動の内容的分析（ＶＴＲ録画の分析・検討） 
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